日本混相流学会

２００５年度第２回理事会　議事録

日時：平成17年9月10日（土）13：00－17：00
場所：大阪大学中ノ島センター・講義室３ 
出席者(理事): 内藤正則（会長）、辻裕（筆頭副会長）、清水昭比古（企画担当副会長）、奈良林直（財務委員長・情報担当副会長）、土屋活美（情報部会長）、関真佐子（企画部会長・関西地区）、田中敏嗣（国際部会長、関西地区）、大成博文（リエゾン担当、中国四国）、佐藤恵一（北陸信越地区）、井口学（北海道地区）、内山知実（学生会、東海地区）、高橋弘（東北地区）、西田浩二（総務部会長・関東地区）

出席者(オブザーバー): 大川富雄(総務部会副委員長)、近藤健(事務局)

議題と配付資料

0. 第１回理事会議事録の確認




[2005-2-1]

1. 維持会員の増強計画について




[2005-2-2]

2. 混相流学会年会講演会の開催地（地区）と実行委員について
[2005-2-3]

3. 混相流シンポジウムに対する当学会の対応、

水力学・水理学専門委員会の状況
        [2005-2-4]







[2005-2-5]

4. 評議委員候補者及び監事の選出準備、
評議委員候補者を推薦する地区代表者
[2005-2-6]
5. 拠点委員候補者について




[2005-2-7]

6. 理事会メンバー旅費について




[2005-2-8]

7. 論文特集号委員会報告




[2005-2-9]

8. 情報部会活動報告





[2005-2-10]
9. 企画部会活動報告
・混相流技術リエゾン専門委員会



[2005-2-11]
・オーガナイズド混相流フォーラム実行委員会


[2005-2-12]
・混相流レクチャーシリーズ運営委員会



[2005-2-13]

10. 国際交流部会活動報告




[2005-2-14]

11. 年会講演会・混相流シンポジウム実行委員会報告

[2005-2-15]

12. 学生会報告






[2005-2-16]

13. 2005年度委員会名簿





[2005-2-17]

議　　事

0. 第1回理事会議事録の確認

　西田浩二 (総務部会長)より、前回理事会の議事録案が提示され、コメント等あれば後日総務部会長まで連絡することとなった。
1. 維持会員の増強計画について
　西田浩二 (総務部会長)より、学会設立以降の維持員数の状況、現状の維持会員の特典について説明があった。また、工学院大学で実施した年会講演会2005において機器展示、公告掲載して頂いた企業、さらに発表者に礼状とともに入会のお誘いを文書にて送付したとの報告があった。
　内藤正則（会長）より、理事会メンバーも維持会員を増加させるために勧誘活動を推進するよう要請があった。辻裕（筆頭副会長）より、維持会員の年会費を入会時期により軽減してはとの意見があった。維持会員の特典である無料公告掲載の取り扱い等の問題があるため、今後も継続して審議することとし、今回は現行の維持会員費で入会勧誘を実施することとした。
2. 混相流学会年会講演会の開催地（地区）と実行委員について
　西田浩二 (総務部会長)より、次々回開催の年会講演会実行委員候補者のうち少なくとも１名は、次回開催の年会講演会実行委員会に入り、引継ぎを円滑に行えるようにするべきとの小泉安郎（年会講演会2005実行委員長）からの提言が紹介され、理事会にて承認された。

　また、過去１１年の年会講演会の開催場所について紹介があり、次々年度の年会講演会2007の開催候補地として北海道地区が有力であるとの結論になった。年会講演会の引継ぎを円滑にするため、井口学（北海道地区理事）が年会講演会2006実行委員会に参加するメンバーを人選することになった。

3. 混相流シンポジウムに対する当学会の対応、水力学・水理学専門委員会の状況

　内藤正則（会長）より、従来通り幹事学会として混相流シンポジウムを開催するが、他学会の協力を仰ぎ、他学会における混相流研究の最新情報を含めることができるようにするとの基本方針が示された。

　また、日本学術会議の体制が１０月より大きく改定される予定であるが、現時点では未定であるとの社河内敏彦（日本学術会議水力学・水理学専門委員会委員）の報告が紹介された。学術会議の新体制後に再度検討する必要があるが、当面は会長方針にもとづいて活動することとなった。
4. 評議委員候補者及び監事の選出準備、評議委員候補者を推薦する地区代表者

　西田浩二 (総務部会長)より、学会内規に従って関東地区、北陸・信越地区について新しい地区代表を推薦する必要がある旨が報告された。該当する地区担当理事が１０月末を目処に地区代表を推薦し、理事会メンバーによりメール審議することとなった。

5. 拠点委員候補者について

　西田浩二 (総務部会長)より、拠点委員設置の経緯、依頼文書、諾否の状況について説明があった。大成博文（リエゾン担当）より、学会に対する意見を頂く等の活動を中心にすべきではとの意見があった。これらの意見を踏まえて活動内容を総務部会にて作成し、既に承諾頂いた方に送付することになった。また、転職、退職等により拠点委員として活動頂けない方については、適宜、新しい拠点委員候補者に交代して頂くことになった。

6. 理事会メンバー旅費について

　西田浩二 (総務部会長)より、旅費の試算が示された。内藤正則（会長）より、旅費は学会負担が基本であるが、大学関係者も含めて旅費経費の削減に協力していただきたいとの依頼があった。

今年度は、旅費経費の削減のために、理事会を大阪地区で主に開催することになった。また、旅費は、航空機と鉄道のうち安価な割引運賃を基本とすることとした。

7. 論文特集号委員会報告

　内藤正則（会長）より、年会講演会2005論文特集号委員会の委員長の片岡先生より提案のあった標記論文特集号の発行スケジュール、査読手続き、投稿料案が紹介され、原案通り承認された。
8. 情報部会活動報告

　土屋活美（情報部会長）より、編集委員会の開催状況、論文投稿の状況が報告された。学会誌19巻2号において論文ヘッダーに誤りがあったこと、及びその対応方法が示された。

学会誌19巻3-4号の目次案、19-20巻の長期編集方針、年会講演会論文特集号編集方針が示された。また、インターネット運営委員会、混相流ハンドブック出版委員会の活動報告が行われた。

9. 混相流技術リエゾン専門委員会

　大成博文（リエゾン担当）より、リエゾン企画「建設コンサルタントのためのマイクロ・ナノバブル技術セミナー」について説明があった。300人規模であれば、2005年12月8-9日に広島市国際会議場で開催する予定であるが、人数規模が異なる場合には適宜開催形式を変更する。講習会で終わらず、その後の産学連携ができるよう配慮する旨が報告され、原案通り承認された。

10. オーガナイズド混相流フォーラム実行委員会

　　西田浩二 (総務部会長)より、標記フォーラムの開催案内が紹介された。

11. 混相流レクチャーシリーズ運営委員会

　　西田浩二 (総務部会長)より、混相流レクチャーシリーズ「気泡流・自由表面流れのCFD－基礎と最新事例」標記レクチャーシリーズの開催案内が紹介された。

12. 国際交流部会活動報告

　田中敏嗣（国際交流部会長）より、ICeM、ICMF、日欧二相流会議、混相流計測技術国際会議の各委員会メンバーと、各会議の準備状況等が紹介された。

13. 年会講演会・混相流シンポジウム実行委員会報告

佐藤恵一（年会講演会・混相流シンポジウム実行委員長）より、9月3日に開催された第1回実行委員会議事録が示された。また、オーガナイズドセッション、広告・機器展示等の準備状況が紹介された．会場の割振りやプログラム編成において、聴衆がよい環境で情報収集できるようにすべきとの意見が出された。

14. 学生会報告
　内山知実（学生会）より、今年度の世話役、年会講演会の学生優秀講演賞の選考方法と選考結果、今後の活動予定が示された。優秀講演賞の選考結果は、学生会提案の通り承認された。

15. 2005年度委員会名簿

　西田浩二 (総務部会長)より、2005年度の各委員会委員の紹介があった。

以上

作成者：総務部会長　西田浩二
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